
聖グレゴリオの家賛助会チャリティーコンサート 

東  欧  の  う  た 

～ハンガリーの民謡・ドヴォルザークやショパンの歌曲など～ 

 

出演：シルヴィア・ヴィーク・柳田（歌・ギター） 

川崎嘉昭（テノール） 高田真生（ピアノ） 

2019 年２月３日 (日) 
14:00 開演 (13:30 開場)  

聖グレゴリオの家 新棟音楽広間 入場料 1,000 円 
 



♪ヴィーク・シルヴィア・柳田 ドイツに生まれ、幼少期から夏を家族の故郷ハンガリーで過ご

す。１２～１５歳までハンガリーの学校に通い、コーラスやピアノに親しみ、また同地の伝統的な

歌も覚えた。これまで様々な国の歌を演奏しており、今回は家族の故郷ハンガリーの歌を演奏す

る。 

 

♪川崎嘉昭 富山県出身。東京藝術大学音楽学部声楽科、並びに同大学指揮科を卒業。合唱、オー

ケストラ、オペラなど幅広く指揮活動をする傍らテノール歌手としても活動しており、ドイツリー

トや日本歌曲を演奏している。 

 

♪高田真生 ドイツ国立ハンブルク音楽大学、並びにリューベック音楽大学卒業。ハンブルクヴォ

ルトマン音楽学校にて４年間講師を務める。室内楽、歌曲伴奏、ソロなど多彩な活動をしており、 

清瀬市にてたかたピアノ教室を主宰。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

聖グレゴリオの家 

聖グレゴリオの家は、1979 年９月に独立宗教法人として故ゲレオン・ゴルドマン神父（フランシスコ会）によ

って設立され、祈り、研究、教育という 3 本の柱から成り立っています。その目的は、祈り、典礼を祝いなが

ら、教会音楽の研究、保存と普及、教育を行うことにあります。 

 

聖グレゴリオの家賛助会 

故ゲレオン・ゴルドマン神父によって創設された当研究所は、神父の母国ドイツや諸外国からの物心両面の支援

に頼って参りました。しかしながらゲレオン神父の帰天と援助をして下さった方の高齢化、世代交代に伴い、そ

の支援は必然的に細りつつあります。海外の支援に頼るのではなく日本社会の中で聖グレゴリオの家の活動を支

えていくために賛助会は 2009 年に発足しました。 

 

お問い合わせ・チケットお申込み  

聖グレゴリオの家 

〒203-0004 東久留米市氷川台 2-7-12 

TEL:042-474-8915 FAX:042-474-8832 

ホームページ http://.st-gregorio.or.jp/ 

※お電話にて、または「お名前、ご住所、枚数」をご記入の上 FAX でお申し込みください。チケットをお送り

します。また、聖グレゴリオの家ホームぺージの「お問い合わせ」からもお申込みいただけます。 

  

TEL:042-474-8915
http://.st-gregorio.or.jp/

